
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

グループワークテーマ 

注 意 

1. 問題は１題です。 

2. グループ討議時間は 50分です。 

3. この冊子は持ち帰ることができます。 

 

Ⅰ類Ｂ 

令和４年施行  職員採用試験 

 指示があるまで開いてはいけません。 

ＩＣＴ（新方式） 
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問 題 

 

東京都は、気候危機に立ち向かう行動を加速し、ゼロエミッション東京

の実現を目指している。あなた達は、CO2実質ゼロに貢献するサステナブ

ルな循環型社会への転換を図るため、データやデジタル技術を活用した具

体的な方策を検討するプロジェクトチームに選ばれた。 

 

持続可能な社会への転換を進めるため、どのように取り組んでいくべきか。

資料１～３を参考に、チームで議論し、東京都職員として職場の上司に説明

するために必要なポイントをホワイトボードにまとめなさい。 

 



 

 

資料１ 
東京都が目指す2040年代の東京のビジョン 

 

 

出典：東京都「『未来の東京』戦略」（令和３年３月）より作成 

 

 



 

 

資料２ 
日本の食品ロス量（令和元年度推計値） 

 
 

 
 

 

注：数値は四捨五入を行っているため合計が100％とならないことがある 

 

出典：農林水産省ホームページより作成 

 

 

 

食品製造業 

128 万 t（22%） 

食品卸売業 

14 万 t（2%） 

食品小売業 

64 万 t（11%） 

外食産業 

103 万 t（18%） 

家庭系 

261 万 t（46%） 

合計 

570 万 t 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ この部分は、著作権の関係により、掲載できません。 

 
 
 
 
 

 



 

 

 

資料３ 
総資源化量とリサイクル率の推移 

 

 

※総資源化量とは、中間処理後再生利用量、直接資源化量、集団回収量の合計である。 

 

出典：環境省「日本の廃棄物処理 令和元年度版」（令和３年３月）より作成 
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※ この部分は、著作権の関係により、掲載できません。 

 
 

 
 
 

 


